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のれん償却期間の設定における将来業績予測の影響



















































2 Jennings et al．（2001）や Moehrle et al．（2001）、北川（2006）などがのれん償却費控除
前利益がのれん償却費控除後の利益よりも会計情報の有用性が高いという結果を示してい
る一方、山地（2008）ではそれらの研究とは逆の結果が示されている。


























































































MF：（経営者予想に基づく t＋1期の予想 EPS-t 期 EPS）／t 期 EPS















績 EPS 値を何％上回っているかを表している。LIFE と MF は負の関係性
があると予測されるため β1の期待符号は負である。EP は仮説2を検証する
ための変数であり、t 期の EPS を t 期末時点での株価で除することによっ
て算定される。EP の値が小さいほど企業に対する市場の期待が高いことを
表すため、LIFE と EP との間には負の関係性があると予測される。したがっ
て、β2の期待符号は負である。

















































































































































































被説明変数 LIFE1 LIFE2 LIFE1 LIFE2


































































































































点に関しては Henning and Shaw（2003）の結果とも一致している。企業結
合後の値をみると、短期償却グループの中央値では t＋1期にかけて、平均

























































































































































































図表5 各償却グループの調整 ROA の推移（左：中央値 右：平均値）
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